
佐
賀
地
本
は
、
12
月
1
日

（
土
）
、
佐
賀
市
内
の
ガ
ー
デ

ン
テ
ラ
ス
佐
賀
ホ
テ
ル
＆
マ
リ

ト
ピ
ア
に
お
い
て
、
県
内
外
か

ら
多
数
の
皆
様
方
の
ご
参
加
を

得
て
、
地
本
創
立
62
周
年
記
念

行
事
を
開
催
し
ま
し
た
。

始
め
に
、
日
頃
か
ら
佐
賀
地

本
の
業
務
運
営
に
多
大
な
ご
尽

力
を
頂
い
て
い
る
皆
様
方
に
、

深
甚
な
る
謝
意
を
申
し
上
げ
、

地
本
長
か
ら
感
謝
状
を
贈
呈
さ

せ
て
頂
き
ま
し
た
。

引
き
続
き
、
記
念
式
典
を
行

い
、
国
歌
斉
唱
、
地
本
長
に
よ

る
式
辞
の
後
、
ご
臨
席
の
福
岡

参
議
院
議
員
及
び
山
下
参
議
院

議
員
か
ら
の
ご
祝
辞
を
頂
く
と

と
も
に
、
ご
来
賓
及
び
感
謝
状

受
賞
者
の
皆
様
方
を
紹
介
さ
せ

て
頂
き
ま
し
た
。

そ
の
後
、
佐
賀
地
本
Ｏ
Ｂ
会

主
催
に
よ
る
祝
賀
会
が
行
わ
れ
、

和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
で
記
念

会
食
を
行
い
、
参
加
者
一
同
で

創
立
62
周
年
を
祝
う
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

佐
賀
地
本
は
、
今
後
も
佐
賀

県
の
方
々
と
防
衛
省
・
自
衛
隊

の
架
け
橋
と
し
て
、
県
を
は
じ

め
と
す
る
各
自
治
体
と
県
内
所

在
部
隊
と
の
連
携
を
確
保
す
る

と
と
も
に
、
隊
員
の
募
集
・
援

護
及
び
広
報
活
動
、
そ
し
て
災

害
生
起
時
の
対
応
な
ど
を
全
力

で
行
っ
て
参
り
ま
す
。

広
報
室
及
び
佐
賀
募
集
案
内

所
は
、
11
月
1
日
（
木
）
、
佐

賀
市
内
の
嘉
瀬
川
河
川
敷
に
お

い
て
、
２
０
１
８
佐
賀
イ
ン

タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
バ
ル
ー
ン

フ
ェ
ス
タ
の
子
供
向
け
イ
ベ
ン

ト
と
し
て
開
催
さ
れ
た
キ
ッ
ズ

デ
ー
の
「
働
く
車
」
コ
ー
ナ
ー

に
、
パ
ジ
ェ
ロ
の
展
示
を
行
い

ま
し
た
。

警
察
・
消
防
等
の
働
く
車
が

展
示
さ
れ
、
来
場
し
た
保
育

園
・
幼
稚
園
児
で
賑
わ
う
中
、

佐
賀
地
本
が
展
示
し
た
パ
ジ
ェ

佐
賀
地
本
は
、
佐
賀
バ
ル
ー

ン
フ
ェ
ス
タ
開
催
期
間
の
10
月

31
日
（
水
）
か
ら
11
月
4
日

（
日
）
の
間
、
本
部
庁
舎
屋
上

に
熱
気
球
型
の
ア
ド
バ
ル
ー
ン

を
掲
揚
し
ま
し
た
。

佐
賀
バ
ル
ー
ン
フ
ェ
ス
タ
に

つ
い
て
は
、
佐
賀
地
本
と
し
て
、

競
技
の
際
に
陸
上
自
衛
隊
久
留

米
駐
屯
地
が
行
う
計
測
支
援
に

伴
う
連
絡
調
整
の
ほ
か
、
バ

ル
ー
ン
フ
ェ
ス
タ
キ
ッ
ズ
デ
ー

へ
の
車
両
展
示
等
の
協
力
を

行
っ
て
い
ま
す
。

ロ
に
も
多
く
の
子
供
た
ち
が
集

ま
り
ま
し
た
。

パ
ジ
ェ
ロ
の
運
転
席
に
座
っ

た
園
児
た
ち
は
、
敬
礼
の
ポ
ー

ズ
を
し
た
り
し
て
、
思
い
思
い

に
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

園
児
か
ら
は
、
「
か
っ
こ
よ

か
っ
た
。
」
と
の
う
れ
し
い
声

も
聞
か
れ
ま
し
た
。

佐
賀
地
本
は
、
地
域
の
皆
様

方
に
自
衛
隊
へ
の
親
近
感
を

も
っ
て
頂
け
る
よ
う
、
今
後
も

地
域
イ
ベ
ン
ト
に
積
極
的
に
参

加
し
て
参
り
ま
す
。

今
年
度
は
、
大
会
期
間
中
、

県
内
及
び
県
外
の
皆
様
方
に
佐

賀
県
内
に
お
け
る
自
衛
隊
の
窓

口
で
あ
る
「
佐
賀
地
方
協
力
本

部
」
を
認
識
し
て
頂
く
と
と
も

に
自
衛
官
等
募
集
を
広
く
呼
び

か
け
る
た
め
、
熱
気
球
型
ア
ド

バ
ル
ー
ン
を
製
作
し
、
本
部
庁

舎
屋
上
に
掲
揚
し
ま
し
た
。

佐
賀
地
本
は
、
地
域
の
皆
様

と
自
衛
隊
の
架
け
橋
と
し
て
、

今
後
も
佐
賀
バ
ル
ー
ン
フ
ェ
ス

タ
に
積
極
的
に
協
力
し
て
参
り

ま
す
。

佐
賀
地
本
は
、
10
月
26
日

（
金
）
、
県
内
の
有
識
者
の

方
々
と
恒
例
の
「
茶
が
ゆ
会
」

を
行
い
ま
し
た
。

茶
が
ゆ
会
は
、
質
素
倹
約
を

奨
励
し
た
佐
賀
藩
の
茶
が
ゆ
を

起
源
と
し
、
質
素
な
茶
が
ゆ
を

食
し
た
後
、
輪
番
制
に
よ
る
卓

話
を
行
い
、
各
種
の
情
報
・
意

見
交
換
を
行
う
も
の
で
、
昭
和

40
年
か
ら
53
年
間
継
続
し
て
、

行
っ
て
い
ま
す
。

茶
が
ゆ
会
は
、
毎
月
１
回
、

行
っ
て
お
り
、
当
日
は
、
会
員

佐
賀
地
本
は
、
11
月
15
日

（
木
）
、
本
部
会
議
室
に
お
い

て
、
佐
賀
県
自
衛
隊
殉
職
隊
員

追
悼
行
事
を
執
り
行
い
ま
し
た
。

本
追
悼
行
事
は
、
任
務
遂
行

中
に
殉
職
さ
れ
た
隊
員
の
御
霊

に
哀
悼
の
誠
を
捧
げ
、
遺
徳
を

偲
ぶ
と
と
も
に
、
ご
遺
族
に
対

し
て
誠
意
を
示
し
、
事
故
の
絶

無
を
誓
う
こ
と
を
目
的
に
、
毎

年
行
っ
て
お
り
ま
す
。

当
日
は
、
殉
職
隊
員
の
ご
遺

族
、
防
衛
協
力
諸
団
体
会
長
及

で
あ
る
県
知
事
に
お
越
し
頂
き
、

「
志
を
未
来
へ
」
と
の
演
題
で

卓
話
を
行
っ
て
頂
き
ま
し
た
。

県
民
で
あ
っ
て
も
、
あ
ま
り

知
ら
な
い
佐
賀
の
歴
史
や
未
来

に
向
け
た
取
り
組
み
に
つ
い
て

ご
紹
介
頂
き
、
「
佐
賀
の
素
晴

ら
し
さ
」
を
再
確
認
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

佐
賀
地
本
は
、
こ
の
伝
統
あ

る
茶
が
ゆ
会
を
継
承
し
、
有
識

者
の
方
々
へ
の
情
報
発
信
や
相

互
理
解
に
、
引
き
続
き
努
め
て

参
り
ま
す
。

び
近
隣
部
隊
長
の
参
列
を
得
て

国
歌
吹
奏
か
ら
始
ま
り
、
黙
祷
、

地
本
長
に
よ
る
追
悼
の
辞
、
参

列
者
全
員
に
よ
る
献
花
、
ご
遺

族
代
表
の
挨
拶
を
頂
き
、
厳
粛

に
追
悼
行
事
を
執
り
行
い
ま
し

た
。佐

賀
地
本
は
、
殉
職
隊
員
の

御
霊
を
顕
彰
し
て
い
く
と
と
も

に
、
ご
遺
族
の
方
々
に
寄
り
添

い
、
最
大
限
の
ご
支
援
が
で
き

る
よ
う
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

佐
賀
地
本
は
、
11
月
16
日

（
金
）
、
本
部
会
議
室
に
お
い

て
、
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
エ

ア
ア
カ
デ
ミ
ー
副
学
院
長
の
東

様
を
講
師
に
お
迎
え
し
、
接
遇

に
関
す
る
教
育
を
部
員
に
対
し

て
行
い
ま
し
た
。

本
教
育
に
お
い
て
は
、
接
遇

マ
ナ
ー
の
５
原
則
と
し
て
、
①

笑
顔
、
②
挨
拶
、
③
身
だ
し
な

み
、
④
言
葉
遣
い
、
⑤
態
度
・

姿
勢
に
つ
い
て
、
お
客
様
の
立

場
か
ら
、
自
身
の
対
応
や
振
る

舞
い
に
対
し
て
、
ど
の
よ
う
な

印
象
を
持
た
れ
る
の
か
と
い
う

こ
と
を
教
育
し
て
頂
き
ま
し
た
。

本
部
員
一
同
、
「
お
も
て
な

し
の
心
」
を
持
っ
て
、
皆
様
に

「
地
本
の
フ
ァ
ン
」
と
な
っ
て

頂
け
る
よ
う
な
素
敵
な
接
遇
を

目
指
し
て
努
力
し
て
参
り
ま
す
。
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平和を、仕事にする。
陸海空自衛官募集

県民の方々とともに６２年 （佐賀地本創立６２周年）

感謝状を贈呈させて頂いた皆様方との記念撮影

ご臨席を頂いた来賓の皆様方

多くの園児で賑わう自衛隊車両
（パジェロ）展示コーナー

試乗して記念撮影を楽しむ親子

追悼の辞を述べる地本長

参列部隊長による献花

殉
職
隊
員
へ
哀
悼
の
誠
を
捧
げ
る

佐
賀
地
本
伝
統
の
茶
が
ゆ
会

卓話を行う山口県知事

参加者全員での記念撮影

バ
ル
ー
ン
と
パ
ジ
ェ
ロ
に
園
児
が
大
喜
び

「佐
賀
地
本
バ
ル
ー
ン
」空
高
く
舞
う

空高く舞うバルーン（写真右上）と地本部員

お
も
て
な
し
の
心

「笑顔」と「第一印象」の大切さを確認地本創立記念行事において実践



武
雄
地
域
事
務
所
は
、
10
月

30
日
（
火
）
、
武
雄
市
武
内
町

鳥
越
地
区
に
お
い
て
、
徒
歩
行

進
訓
練
中
の
幹
部
候
補
生
約
３

６
０
名
に
対
す
る
激
励
に
同
行

し
ま
し
た
。

本
行
進
訓
練
は
、
幹
部
候
補

生
と
し
て
の
卒
業
試
験
と
も
言

わ
れ
る
厳
し
い
総
合
訓
練
の
一

部
で
あ
り
、
約
20
ｋ
ｇ
の
装
具

を
背
負
い
、
佐
賀
県
小
城
市
か

ら
嬉
野
市
ま
で
の
約
１
０
０
ｋ

ｍ
の
距
離
を
３
日
間
で
踏
破
し

ま
す
。

こ
の
よ
う
に
過
酷
な
訓
練
に

取
り
組
む
幹
部
候
補
生
は
、
地

唐
津
出
張
所
は
、
6
月
3
日

（
日
）
及
び
10
月
14
日
（
日
）

に
唐
津
地
区
で
行
わ
れ
た
清
掃

活
動
「
ラ
ブ
ア
ー
ス
ク
リ
ー
ン

ア
ッ
プ
２
０
１
８
」
、
「
虹
の

松
原
ク
リ
ー
ン
大
作
戦
」
に
参

加
し
ま
し
た
。

両
清
掃
活
動
は
、
「
虹
の
松

原
に
連
な
る
海
岸
」
及
び
「
虹

の
松
原
」
の
清
掃
を
行
う
も
の

で
、
海
岸
に
お
い
て
ゴ
ミ
を
拾

う
と
と
も
に
虹
の
松
原
内
の
松

葉
か
き
を
行
い
、
松
の
育
成
環

境
を
整
え
る
こ
と
を
目
的
と
し

元
自
治
体
関
係
者
、
隊
員
家
族
、

武
内
保
育
園
及
び
大
楠
の
里
こ

ど
も
園
の
園
児
の
声
援
を
受
け
、

意
気
揚
々
と
次
の
目
的
地
を
目

指
し
ま
し
た
。

本
訓
練
に
は
、
武
雄
市
出
身

の
北
川
候
補
生
と
鹿
島
市
出
身

の
土
井
候
補
生
が
参
加
し
て
お

り
、
所
長
と
担
当
広
報
官
の
応

援
横
断
幕
に
よ
る
熱
い
激
励
に

ご
両
親
も
大
変
喜
ば
れ
て
い
る

様
子
で
し
た
。

武
雄
地
域
事
務
所
は
、
出
身

隊
員
と
ご
家
族
を
、
こ
れ
か
ら

も
全
力
で
応
援
し
て
参
り
ま
す
。

て
い
ま
す
。

地
域
の
方
々
と
と
も
に
所
員

一
同
、
松
原
の
再
生
を
願
っ
て
、

心
を
込
め
て
清
掃
活
動
を
行
い

ま
し
た
。

こ
の
清
掃
活
動
に
は
、
多
く

の
学
生
が
参
加
し
て
お
り
、
地

道
な
活
動
に
参
加
す
る
姿
を
心

強
く
思
い
な
が
ら
、
共
に
気
持

ち
の
良
い
汗
を
流
し
ま
し
た
。

唐
津
出
張
所
は
、
今
後
も
地

域
活
動
に
積
極
的
に
参
加
し
、

地
域
に
貢
献
す
る
と
と
も
に
広

報
活
動
を
行
っ
て
参
り
ま
す
。

佐
賀
募
集
案
内
所
は
、
11
月

18
日
（
月
）
、
神
奈
川
県
横
須

賀
市
の
陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科

学
校
に
お
い
て
行
わ
れ
た
受
験

希
望
者
に
対
す
る
説
明
会
に
同

行
し
ま
し
た
。

本
説
明
会
に
は
、
担
当
す
る

中
学
校
の
２
年
生
と
保
護
者
が

参
加
さ
れ
、
学
校
の
概
要
の
説

明
、
生
活
関
連
施
設
の
見
学
及

び
食
堂
で
の
体
験
喫
食
を
通
じ

て
、
高
等
工
科
学
校
生
徒
へ
の

理
解
を
深
め
て
頂
き
ま
し
た
。

参
加
し
た
生
徒
か
ら
は
、

「
受
験
意
欲
が
高
ま
り
ま
し

鳥
栖
地
域
事
務
所
は
、
11
月

3
日
（
土
）
、
基
山
ド
ラ
イ
ビ

ン
グ
ス
ク
ー
ル
に
お
い
て
行
わ

れ
た
「
き
や
ど
ら
フ
ェ
ス
タ
」

に
お
い
て
、
広
報
活
動
を
行
い

ま
し
た
。

当
日
は
、
天
候
に
も
恵
ま
れ
、

家
族
連
れ
を
中
心
と
し
た
多
く

の
方
々
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

広
報
ブ
ー
ス
に
お
い
て
は
、

車
両
（
ジ
ー
プ
）
展
示
や
制
服

試
着
、
「
南
極
の
氷
」
の
展
示

を
行
い
、
多
く
の
皆
様
方
に
立

た
。
」
、
保
護
者
か
ら
は
、

「
学
校
の
こ
と
が
良
く
わ
か
り

ま
し
た
。
」
と
の
嬉
し
い
感
想

を
頂
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

今
回
の
説
明
会
に
は
、
県
内

中
学
校
教
諭
も
参
加
さ
れ
、
昨

年
入
学
し
た
生
徒
と
懇
談
を
し

て
頂
き
ま
し
た
が
、
予
想
以
上

の
成
長
ぶ
り
に
驚
い
て
お
ら
れ

る
様
子
で
し
た
。

佐
賀
募
集
案
内
所
は
、
今
後

も
各
種
説
明
会
を
通
じ
て
、
隊

員
の
募
集
に
尽
力
し
て
参
り
ま

す
。

ち
寄
っ
て
頂
き
ま
し
た
。

来
場
し
た
多
く
の
子
供
た
ち

は
、
「
南
極
の
氷
」
が
珍
し
い

様
子
で
、
興
味
深
く
何
度
も

触
っ
て
い
ま
し
た
。

会
場
に
お
い
て
行
わ
れ
た
音

楽
演
奏
会
に
参
加
し
た
高
校
生

も
広
報
ブ
ー
ス
を
訪
れ
、
「
自

衛
隊
に
入
り
た
い
。
」
と
の
嬉

し
い
声
も
聞
か
れ
ま
し
た
。

鳥
栖
地
域
事
務
所
は
、
今
後

も
各
種
行
事
を
通
じ
て
、
広
報

活
動
を
行
っ
て
参
り
ま
す
。

地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
参
加

鳥
栖

唐
津

佐
賀
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本 部
〒８４０－００４７
佐賀市与賀町２－１８

０９５２－２４－２２９１

唐 津 出 張 所
〒８４７－００８５
唐津市和多田本村１－７

０９５５－７２－８６９７

武雄地域事務所
〒８４３－００２３
武雄市武雄町大字昭和４３－１５

０９５４－２３－８３０４

鳥栖地域事務所
〒８４１－００３７
鳥栖市本町１－９６２－１

０９４２－８３－４０７７

佐賀募集案内所
〒８４０－０８０１
佐賀市駅前中央１丁目１３－４０

０９５２－３１－５００２
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募集種目 応募資格（学歴・年齢） 受付期間 試験日

自衛官候補生

１８歳以上
３３歳未満の者
（３０．１０．１規則改正により変更）
※詳細は、お問い合わせ下さい。

年間を通じて
行っております。

受付時にお知らせします。

※女子については、お問い合わせ下さい。

陸上自衛隊
高等工科学校生徒

一般
男子で中卒（見込含）
１７歳未満の者

１１月１日
～３１年１月７日

１次試験：３１年１月１９日
２次試験：３１年２月１日～４日

園児の激励を受けながら行進する
幹部候補生

北川候補生のご両親と応援横断幕

教育施設の見学

昨年入学した生徒と出身中学校
教諭との記念撮影

ジープで記念撮影する高校生

ミニ制服を試着した子供たち

松葉かきを行う所員

海岸の清掃を行う所員と学生

応募資格が変更されました。２７歳未満→ ３３歳未満


